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＜使用材料＞ 
 
 材  料    商 品 名      概  要     荷 姿    標準施工面積 
 
 シーラー  ｼﾞｮﾘﾊﾟｯﾄｼｰﾗｰ JS-500  水性ﾀｲﾌﾟｱｸﾘﾙ系  １８㎏石油缶  約５１４㎡／缶 

             １液型透明ｼｰﾗｰ  
 
 主  材  ｼﾞｮﾘﾊﾟｯﾄ不燃      ｱｸﾘﾙ共重合樹脂  ２０㎏ﾍﾟｰﾙ缶  約 ８㎡／缶 

       JQ-200 ｼﾘｰｽﾞ      水性仕上塗材 
       標準色 
       JQ-200､JQ-□□□□  
         （□…数字）    
       特注色 
       JQ‐200△○○○ 
      （△…英字、○…数字） 

 
  

＜主な施工道具＞ 

・ステンレスゴテ 
・ヘッドカットローラー（平面用：ジョリパットローラー ＪＲ－２６） 
           （隅 用：ジョリパットローラー ＪＲ－２７） 
 

＜下地調整＞ 

 標準下地は、石膏ボード（プラスターボード）又はモルタルとする。 
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＜あじさいカット仕上げ施工方法＞ 

１．シーラー塗布 
                配  合       ＪＳ－５００     １８ｋｇ 
                         清  水     １８㍑ 
                塗 布 量       ０．０７ｋｇ／㎡ 
                施工方法   ローラー刷毛又はスプレーガン 
 
                     ３時間以上４８時間以内 
２．主材 下塗り 
                ジョリパット不燃を無希釈で０．８㎏／㎡となるように 
                ステンレスゴテで平滑に塗布する。 
 
                     夏期 ４時間以上 
                     冬期１２時間以上 
                    ◎乾燥を確認後、次工程に移って下さい。 
３．主材 配り塗り  
               ・ステンレスゴテでジョリパット不燃が約１．５kg／㎡と 

なるように均一に配り塗りをする。 

 
                  追かけ塗り（５分以内） 
４．パターン付け 
               ・配り塗りしたジョリパット不燃が乾燥する前に、壁面に 

コテ全体を当て、壁面に対して垂直方向にコテを引き、 
ジョリパット不燃の表面を起こす。 

 
                  追かけ塗り（５分以内） 
５．ヘッドカット 
               ・灯油で浸したカットローラー（JR-26,27）で軽く押 

さえて下さい。 
 
                   ２４時間以上放置して乾燥させる。 
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＜施工のポイント＞ 

     ①                ②  
            ジョリパット不燃を          ステンレスゴテを垂直方 
            配り塗りした壁面に、         向に引っ張る。この時、 
            ステンレスゴテをく          ジョリパット不燃を凸状 
            っつけます。             に起こします。 
 
 
 

   ③            ④ 
            ステンレスゴテでジョ         引き起こした壁面を 
            リパット不燃の配り塗         灯油を十分に浸した 
            りされた壁面をたたく         カットローラーで、 
            ようにすると凹凸が小         軽く凸部を押さえま 
            さく密になります。          す。  
 
 
＜施工の注意事項＞ 
・ 施工場所の気温が５℃以下、湿度８５％以上の場合、原則として施工を行わな

いで下さい。やむを得ず施工する場合は、採暖などの養生を行って下さい。 
 
・ 「材料の練混ぜはハンドミキサーなど機械練りとし、均一になるまで十分に練

り合わせて下さい。」を記載。 
 
・ 施工前に必ずコンパネ等で試し塗りを行い、仕上がり、乾燥性を確認して下さ

い。 
 
・ 配り塗りはできるだけ均一に行って下さい。 
 
・ 配り塗りからパターン付けは手早く行って下さい。２～３人で組むと効率よく

はかどります。 
 
・ ヘッドカットは強く押さえすぎないで下さい。 
 
・ 乾燥が比較的速いため、塗り継ぎ時間に注意して下さい。（特に大面積を施工す

る場合は、作業人工や化粧目地による分割を検討して下さい。） 
 
・ 塗板見本及び現場施工時のパターンの状態を、施主等の責任者の承認をいただ

いた上で施工を進める。 
以 上 


